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）
の
改
良
、
選
択
が
必
要
　
フ
ァ
ル
ト
舗
装
個
所
へ
の
通
　
方
が
多
い
と
い
う
。
理
由
の

だ
。
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
用
」
を
想
定
し
た
取
り
組
み
　
■
つ
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装

だ
。
基
層
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
　
と
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
を
施

混
合
物
層
は
残
し
て
表
層
を
　
工
す
る
会
社
が
そ
れ
ぞ
れ
別

切
削
し
、
ポ
ー
ラ
ス
コ
ン
ク
　
だ
と
い
う
。
こ
れ
に
な
ら

っ

リ
ー
ト
に
置
き
換
え
て
排
水
　
て
生
コ
ン
関
係
者
や
セ
メ
ン

性
舗
装
に
す
る
と
い

っ
た
、　
ト
メ
ー
カ
ー
が
コ
ン
ク
リ
ー

転
圧
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
オ
ー
　
ト
舗
装
専
門
の
施
工
会
社
を

バ
ト
レ
イ
を
す
る
修
繕
工
法
　
育
成
し
、
普
及
に
つ
な
げ
る

も
検
討
す
べ
き
だ
ろ
う
。
　

　

こ
と
も
必
要
だ
ろ
う
。

３
番
目
は

「再
生
骨
材
の

一　
．〓
た
一
´
将
来
、
建
設
か

利
用
」
。
再
生
骨
材
は
吸
水

一
ら
修
繕
は
で

す
括
ｔ
て
性
能

率
が
高
い
た
め
、
一
設
後
に

一規
定
で
溌
性
搭
れ
る
特
代
に

乾
燥
し
に
く
く
、
保
水
性
が

一な
る
と
予
想
す
る
「
路
面
の

高
い
。
こ
の
特
性
を
活
か
し

・状
態
を
管
理
ｔ
な
が
ら
修
繕

た
低
強
度
の
Ｒ
Ｃ
‐Ｃ
Ｐ
も
有

計
画
を
立
案
。
実
施
す
る
業
．

望
だ
ろ
う
。
　
　
一　
一　
　
　
務
は
地
元
業
者
の
方
が
新
然

４
番
目
は
「コ
ン
ク
リ
ー
・有
利
で
あ
り
、一生
コ
ン
プ
ラ
・

卜
舗
髪
面
の
化
粧
方
法
」。　
一ン
ー、之
地
元
施
工
会
社
と
が

録
鱒

猛

・一澤
毅
翻
鶉

ジ

こ
と
も
大

‐切
な
こ
と
だ

　̈
　
一　
最
後
に
、
コ
ン
ク
リ
ト
ト

Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
を
普
及
さ
せ
よ

一
舗
装
の
普
及
を
図
る
合
言
葉

う
と
‐５
年
ほ
ど
前
に
セ
メ
ツ
一
と
し
て
、
次
の
キ
ャ
ッ
チ
フ

ト
協
会
で
熱
心
に
検
討
さ
れ

一
レ
ー
ズ
を
示
し
た
い
。
「他

た
が
い
結
実
し
な
か
つ
た
。　
国
の
資
源
に
頼
る
ア
ス
フ
ァ

ア
ス
フ
ザ
ル
ー、
混
合
物
の
製

一
ル
ト
舗
装
か
ら
、
自
国
で
調

造
と
施
工
の
両
方
を
担
当
し

一
達
で
き
る
セ
メ
ン
ト

（石
灰

て
い
る
舗
装
会
社
に
と
つ
て

一
石
）
を
用
い
た
コ
ン
ク
リ
ト

な
い
設
け
ヽ
そ
‐
ざ
昴
【
雄
車
″

一
‐、
舗
装
へ
‰
　
　
　
　
　
´
・

る
だ
け
の
コ
ン
ク
リ
ト
ト
舗

装
は
メ
リ
ッ
ト
が
薄
い
。
聞

い
た
話
だ
が
、
米
国
や
韓
国

で
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
の

ヒ
■
ト
ア
イ
ラ
ン
が
対
策
で

進
ル博機
白
舗
装
専
門
会
社
育
成
を

舗
装
に
対
す
る
要
求
性
能

も
変
わ

っ
て
き
た
。
そ
の
代

表
例
は
排
水
性
舗
装
だ
。
欧

州
で
普
及
し
て
い
た
の
を
東

京
都
議
会
の
議
員
が
視
察

し
、
日
本
で
も
普
及
が
図
れ

な
い
か
と
道
路
建
設
会
社
に

打
診
し
、
技
術
が
開
発
さ
れ

た
経
緯
が
あ
る
。
最
近
の
道

路
は
排
水
性
舗
装
や
環
境
配

慮
型
舗
装

（透
水
性
、
保
水

性
）
が
標
準
に
な
り
つ
つ
あ

る
。
こ
れ
が
可
能
に
な

っ
た

の
は
ポ
ー
ラ
ス
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
混
合
物
の
原
料
と
し
て
い

従
来
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
で
は

な
く
、
ポ
リ
マ
ト
を
多
量
に

添
加
し
た
改
質
ア
ス
フ
ァ
ル

ト

（高
粘
度
型
）
が
開
発
さ

れ
た
こ
と
だ
。
単
価
は
従
来

品
に
比
べ
５
割
ほ
ど
高
い
。

ポ
■
ラ
ス
な
路
面
は
コ
ン

ク
リ
「
卜
で
も
構
築
可
能
で

ぁ
り
、
む
し
ろ
得
意
な
分
野

か
と
思
わ
れ
る
。
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
混
合
物
の
場
合
、
骨
材

の
か
み
合
わ
せ
と
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
の
粘
着
力
で
荷
重
を
支

え
て
い
る
一
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

の
役
目
は
接
着
で
は
な
く
粘

着
で
あ
り
、
混
合
物
の
変
形

を
遅
ら
せ
て
い
る
だ
け
だ
。

し
か
し
い
ポ
■
ラ
ス
ア
ス
フ

ァ
ル
ト
混
合
物
で
は
、
骨
材

が
単
粒
砕
石
で
あ
り
、
か
み

合
わ
せ
効
果
を
期
待
で
き
な

い
。
そ
こ
で
、
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
の
粘
着
力
を
さ
ら
に
高
め

る
た
め
、
高
価
な
ポ
リ
マ
ー

改
質
ア
ス
フ
ア
ル
ト
を
使
わ

ね
ば
な
ら
な
い
一　
一
方
、
コ

ン
ク
リ
■
卜
は
セ
メ
ン
ト
の

水
和
反
応
で
接
着
し
て
い
る

た
め
、
あ
る
程
度
の
レ
ベ
ル

ま
で
変
形
せ
ず
苺
重
に
耐
え

ら
れ
、
長
期
に
ポ
ー
ラ
ス
な

形
状
を
保
持
で
き
る
。
‐

他
方
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は

舗
装
表
面
の
温
度
低
減
効
果

も
大
き
い
¨
０６
年
度
に
兵
庫

県
が

「
七
■
■
ア
イ
ラ
ン
ド

対
策
に
資
す
る
舗
装
の
設
計

」
施
工
要
領

（
案
ど

を
作

成
し
、
０７
年
度
に
普
及
を
図

る
計
画
だ
。
夏
場
、
路
面
の

温
度
を
保
水
性
舗
装
が
４
℃

以
上
、
遮
熱
性
舗
装
は
９
℃

以
上
低
減
さ
せ
る
効
果
を
期

待
し
性
能
発
注
し
よ
う
と
考

え
て
い
る
。
コ
ン
ク
リ
■
ト

舗
装
は
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装

に
比
べ
て
夏
場
、
路
面
温
度

は
５
℃
以
上
低
い
。
こ
れ
に

保
水
材
や
遮
熱
材
を
付
加
す

る
と
、
さ
ら
に
温
度
を
下
げ

る
こ
と
も
可
能
だ
ろ
う
。

「
色
の
白
い
は
七
難
隠

す
」
と
い
う
が
、
得
で
あ
る

こ
と
は
間
違
い
な
い
。
コ
ン

ク
リ
■
卜
舗
装
を
人
に
た
と

え
る
と
明
色

（
美
白
）
で
い

自
由
に
着
色
し
、
路
面
を
デ

ザ
イ
ン

（
メ
ー
ク
ァ
ッ
プ
）

で
き
る
。
加
え
て
若
千
の
保

水
性

（
し

っ
と
り
と
潤
い
）

も
あ
る
。
環
境
舗
装
と
し
て

優
れ
て
い
る
点
だ
。

一
残
る
問
題
点
は
い
短
所
と

さ
れ
る
養
生
期
間
の
長
さ
や

大
掛
か
り
な
機
械
を
必
要
と

す
る
施
工
方
法
等
を
克
服
で

き
る
か
ど
う
か
だ
。
私
が
今

後
の
舗
装
と
し
て
期
待
し
て

い
る
の
は
転
圧
コ
ン
ク
リ
ー

ト
舗
装

（
Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
）
で
、

８７
年
に
旧
大
阪
セ
メ
ン
ト
構

内
で
初
施
工
さ
れ
た
。
ス
ラ

ン
プ
ゼ
ロ
の
硬
練
リ
コ
ン
ク

リ
ー
ト
を
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
フ

一ィ
ニ
ッ
シ
イ
■
で
敷
き
均
し

た
あ
と
，
振
動
ロ
ー
ラ
で
転

圧
し
て
成
形
。
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
舗
装
と
同
じ
機
械
で
施
工

で
き
、
平
坦
性
も
同
様
に
確

保
さ
れ
て
、
早
期
供
用
も
可

能
に
し
た
舗
装
技
術
だ
。
そ

の
後
、
約
２０
年
を
経
過
し
た

が
、一
い
っ
の
間
に
か
Ｒ
Ｃ
Ｃ

Ｐ
が
行
わ
れ
な
ぐ
な

っ
た
。

技
術
的
に
多
少
問
題
が
あ

っ
た
た
め
で
、
締
固
め
不
足

に
よ
る
強
度
不
足
や
材
料
分

離
に
よ
る
表
面
剥
離
、
平
坦

性
が
劣
る
と
い
う
課
題
が
指

摘
さ
れ
た
。
こ
れ
を
改
善
す

る
に
は
ワ
ー
カ
ビ
リ
テ
ィ
の

適
正
化
と
管
理
を
行
う
た
め

の
試
験
方
法
確
立
、
締
固
め

や
す
ぐ
材
料
分
離
が
生
じ
に

く
い
コ
ン
ク
リ
ト

‐
卜
の
配
合

設
計
方
法
、
舗
設
機
械

（
フ

ィ
ニ
ツ
シ
ヤ
い
振
動
ロ
ー

次
に
施
工
可
能
版
厚
に
限

界
が
あ
り
、
施
工
目
地
が
弱

点
に
な
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ

重
交
通
道
路
や
ヤ
「
ド
舗
装

へ
の
適
用
を
技
術
的
に
困
難

に
し
て
い
る
。
そ
の
対
応
策

は
２
層
施
工
に
し
い
凝
結
遅

延
剤
を
使
用
し
て
層
間
の
接

着
を
強
化
す
る
こ
と
だ
。
凝

結
遅
延
剤
を
活
用
し
て
縦
施

工
目
地
を
フ
レ
ッ
シ
ュ
ジ
ョ

イ
ン
ト
化
す
る
こ
と
も
考
え

ら
れ
、
実
際
に
改
良
さ
れ
て

あ
る
程
度
克
服
で
き
る
よ
う

に
な
つ
た
と
聞
い
て
い
る
。

一コ
ン
ク
リ

‐―
卜
舗
装
の
普

及
を
図
る
上
で
い
当
面
の
課

題
は
第
■
に

「
補
修
が
困

難
」
と
い
う
点
だ
。
日
地
間

隔
を
狭
く

（
５
房
ま
た
は
３

房
以
下
程
度
）
す
る
か
、
掘

削
可
能
で
表
面
が
剥
離
し
な

い
程
度
に
コ
ン
ク
リ
ト
ト
強

度
を
低
く
制
限
す
る
の
も

一

案
か
と
思
わ
れ
る
。

２
番
目
は

「既
設
の
ア
ス

曲
震
顆
範
離
の
議
演
襲
鷺


